
 新年明けましておめでとうございます。皆さ
まお揃いで穏やかな新年に期待と希望を込め
て迎えられた事と思います。
　昨年は前年に引き続き、ノーベル賞受賞者二
名が誕生し、日本中を活気づけました。特にノ
ーベル生理学・医学賞を受賞された大村智さ
んの研究は「寄生虫に対する新しい治療法、抗
生物質の発見」でした。データの蓄積が更なる
抗生物質の発見に繋がっています。これは山
中教授のiPS細胞の発見に次ぐ快挙で医学界は
大きな励みになりました。又、明るい話題とな
ったニュースはラグビーワールドカップでの日
本チームの南アフリカからの歴史的勝利です。
ルーティン五郎丸ポーズが一躍有名になりま
した。大村智さん（80歳）と五郎丸歩さん（29
歳）、老若の御二方に大いなる挑戦の大切さと
感動と勇気を与えて頂きました。
　さて今年も当院は脳神経外科病院の急性期
病院として、スタッフ一丸となり、患者さまに
信頼される地域に根ざした病院を目指すこと
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に変わりはありません。当院には開院以来、
30年の実績データが蓄積しており、これらを活
用してメディカル・コメディカル・学生の教育・
実習の充実、診療効率を高める電子カルテの
システムの改革に努めてきました。3年前の移
転とともに3テスラのMRIの導入、現在はMRI
４台がフル稼働しております。また腰痛、腰の
圧迫骨折、脳梗塞初期症状の改善に効果のあ
る高気圧酸素の設備も充実しております。今年
は24時間の断らない救急診療に加えて、365日
毎日リハビリテーションの実現、その他麻生な
らではの質の高い心温まる患者さまへのおもて
なしの提供を目指します。何事もなせば成るの
意気込みで常に改革に挑戦し、患者さまに透明
性の高いエビデンスを肌で感じて頂きます。
　これからも脳、脊髄、脊椎、末梢神経、画像診
断の各分野の医師達、並びにコメディカルスタッ
フ一同、期待に応えられるよう信頼される医療を
提供できるよう日夜研鑽を積んで参ります。今
後も熱いご支援をよろしくお願い申し上げます。



　2014年10月1日付けで看護部長を拝命いたしまし
た飯野智恵子です。どうぞ宜しくお願い致します。当院
が30周年の節目に看護部長という大任を仰せつかり、
身の引き締まる思いでこの1年を過ごして参りました。
　「患者さま第一」を病院理念に掲げ、脳神経外科の
最先端医療の提供と地域医療に貢献できることを目
指して当院は30年の歴史を歩んで来ました。3年前に
は現在の地に新築移転し、益々地域の皆様に信頼さ
れる病院として努力してまいる所存です。この30年を
経て社会は超高齢化を迎え、社会保障制度改革の
動きは容赦なく進んでおります。更に医療は進歩を続
けており、技術は益々高度化、複雑化しております。進
歩し続ける医療技術の一方で看護は、時代にとらわ
れることのない人の心を尊重し、そのバランスを取り
ながら進んできたように思います。では、社会保障制
度改革で変革の時となるこれからの10年、看護職は
どう立ち向かいその役割を果たしていくかべきか、麻
生の看護を継承していく者として課題をいただいたよ
うに思います。
　30年前に掲げた病院理念である「患者さま第一」、
そして、当院の基本方針である「脳神経外科の最先端
医療の提供と地域医療に貢献できること。」が当院の
使命であるならば、看護はその生きる力と生活を支え
ることにあります。
　「たった今困っている。」すなわち救急から、「これか
らどうしたらいいかわからない。」急性期から在宅の
患者さままで、24時間365日、どんなに小さな訴えで

あっても当院へ来られた患者さまには必要な医療と
看護が提供できる病院でありたいと思っています。
　脳 塞や脳出血などの脳卒中は、一度発症してし
まうと現在の最高の医療を以てしても全てが治せる
訳ではありません。何かしらの後遺症を残こすことや
残念と思える結果に終わることもあります。看護部の
職員は、看護におけるプロ集団であります。「患者さま
が本来持っている健康回復への力が最大限に発揮
され、患者さまが望む生活に近づけることができるよ
うあきらめずに看護する。」変革の時であっても、この
看護理念は変わらずに看護職の役割を果たしていき
たいと思っています。
　白衣の天使やナイチンゲールは看護師の代名詞で
あり、私もこの白衣の天使に憧れた一人でした。「どん
な時も優しい微笑みを絶やさず、いつも一番近い所で
患者さまに寄り添うことができる。」抽象的ではありま
すが、私が描く看護師像であり心に思う「患者さま第
一」です。
　30年を経た今も「患者さま第一」「あきらめない看
護」で患者さまの生命と生活を護り続け、それは10
年後も20年後も、札幌麻生脳神経外科病院が存在
する限り変わらぬことだと思っています。変革の時に
いただいた課題は難問ではありますが、地域の皆様
に「札幌麻生脳神経外科病院に来て良かった。」と思
っていただける医療・看護が提供できますよう、看護
部一丸となって努力を惜しまず邁進していきたいと思
っています。

看護部長　飯野 智恵子

看護部長就任にあたり
～地域で選ばれる病院を目指して～



各部署のご紹介

手 術 室

看護師２年目に異動になり、昨年６月から手術室で勤務して
います。新人一年目は、病棟勤務で全く手術室経験はなく、一
から手術室看護について学んでいます。毎日緊張の連続です
が、先輩たちの暖かい見守りと、時には厳しい指導のもと、今

は間接介助を行うまでに成長できました。日々の緊張状態を、趣味の映画鑑賞で解
消し、患者さんが安心して手術に臨めるよう、元気と笑顔で精一杯頑張りますのでよ
ろしくお願いします。手術室看護師２年目

阿部 愛美

　当院では、脊髄脊椎疾患、脳動脈瘤などの脳血管
障害、頭蓋内腫瘍、外傷、正常圧水頭症、顔面けいれ
ん、三叉神経痛、脳血栓など、幅広い疾患の外科的
及び経皮的血管内手術治療に対応しています。
　手術室チームは、医師、麻酔医、外回り看護師、器
械出しスタッフ、臨床工学技士、臨床検査技師、放射
線技師で構成され、病棟及び各部署と連携をとりな
がら手術治療が行われます。年間約600件の手術を
3つの手術室をフル稼働し、救急外来と同様に24時
間365日、オンコール体制で手術を受け入れていま
す。看護チームは11名のスタッフが、直接・間接的な
手術時の介助を始め、いつでも安全に手術が受けら
れるよう使用器材の洗浄・滅菌及び各器械のメンテ
ナンス、各手術治療に必要な物品管理などの業務を
行っています。また、手術管理システム「オペラマスタ
ー」を導入し、最先端の手術室運営に努めています。
　手術を受けられる患者さまと術前にお会いし、当日
の流れの説明やアレルギーの確認など行い、安心し
て手術に臨めるように努めています。

　手術室看護は常に的確な判断と確実な技
術を基本とし、幅広い視野で物事を見る観察
力や洞察力が必要で、瞬時に判断し即行動に
移し、かつ安全で正確性が求められます。日々
の技術トレーニングや新しい正しい知識の共
有が必須で、最新の医療・治療に対応できるよ
う学習に励み、いつでも安心して手術が受け入
れられるよう、スタッフ一同努力しています。

当手術室の
元気印！

PICK UP!PICK UP!



当院１階の喫茶コーナーは、吹き抜けの広 と々したつくりで、
小さなホスピタルギャラリーを設置しています。無機質にな
りがちな病院の空間にぬくもりを演出しています。ぜひ一度
お立ち寄りください。患者さまとの出会いは一期一会。この
出会いを大切にしたいと思っています。「患者さま第一」は
当院の理念です。時にはお叱りを受けることもありますが、
We never give up！患者さまの笑顔が私たちの宝物です。

　11月17日(火)、当院4階研修室にて札幌脳
神経セミナーを開催し、当院の飛驒一利院長が
座長を務めました。朝から小雨が降り続く悪天
候の中、近隣の医療機関から80名の方々にご
出席者いただき、会場は満席となりました。
　第一部の基調講演では、当院で脊椎脊髄セ
ンター長として診療にあたっている矢野俊介副
院長が、「神経障害性疼痛の診断と治療」と題
し、薬物療法、電気刺激療法について説明しま

した。痛みの慢性化、精神疾患の併発についても詳しく解説しました。
　第二部の特別講演では、北海道大学大学院医学研究科精神医学分野の
中川伸准教授より「脳血管障害とうつ病」についてお話しいただきました。
うつ病は100万人を超え身体疾患を抱えている患者さんも多いことを説明
し、脳卒中後のうつ病、血管性うつ病など事例を交えたわかりやすい解説に
参加者は引き込まれました。質疑応答でも活発なご意見をいただき、盛会裏
に終了しました。

飛驒一利院長　

中川伸准教授

11月17日(火)、当院4階研修室にて札幌脳

矢野俊介副院長


